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・杉並区施行

・幅員11m→16mに拡幅

・青梅街道から606mの範囲が

現在事業中

・東京都施行

・事業予定延長890m

・計画幅員16m

・優先整備路線に選定

・杉並区施行

・幅員5.45m→16mに拡幅

・環七から中野区境まで

287mが現在事業中

補助132号線 補助133号線 補助221号線

補助133号線事業概要及び測量説明会

補助132号線事業認可取得

・補助221号線事業認可取得

・さとことブレスト（4回開催）
さとことブレスト（4回開催）

さとことブレスト（3回開催） さとことブレスト（4回開催） さとことブレスト（1回開催）

高円寺

西荻窪

西荻窪地域 南阿佐ケ谷地域 高円寺地域

区
区

都

デザイン会議発足へ

都市計画道路補助132号線事業に着手した西荻窪地域、補

助221号線事業に着手した高円寺地域、中杉通りの延伸計

画（補助133号線）がある南阿佐ケ谷地域では、令和4～5

年度にまちづくりの中で道路整備を考える区民と区長の

対話集会「さとことブレスト」を開催し多くのご意見を

頂きました。地域性の違いなどにより、頂いたご意見は

様々でしたが、共通の願いは「より良いまちづくり」と

いうことでした。その実現のために令和６年度から、

「（仮称）デザイン会議」を開催することとしました。

287m
606m

890m

区施行

都施行

さとことブレスト デザイン会議

地域ごとに開催し、

具体的に議題を

掘り下げる＼ ／

(仮称)デザイン会議の発足へ

デザイン会議発足の契機となった都市計画道路

2019

2020

2022

2023

年表は2枚目へ続きます

2024



(仮称)デザイン会議を開催中

2025

西荻窪地域 南阿佐ケ谷地域 高円寺地域

9.8

9.29

10.27

12.14

【グループ討議の内容】

・会議の運営と進め方を考える

・まちの課題を掘り下げる
「残したい、伸ばしたい良いところ」

「解決したい課題」

これまでに頂いた意見や会議資料は

公民連携プラットフォーム

「すぎなみボイス」に掲載中

（仮称）デザイン会議の開催案内や過去の会議

資料等を発信しています。フォロー（登録）す

ると、会議の開催案内等の通知をメールで受け

とれます。
デザイン会議 杉並区

・事業に関する情報提供が必要だ
・専門家を招いた勉強会をしてほしい

・事業用地の暫定的な活用を考えたい
・商店街維持のルールを検討したい
・情報共有の場を設けてほしい

・地域の現状を知るまち歩きをしたい
・防災マップを作成したい

参加者65名

【テーマ別グループ討議の内容】

・課題解決の方向性を考える

参加者49名

【グループ討議の内容】

・早期に対応すべき課題の解決策

のアイデア

・来年度の（仮称）デザイン会議

で取り組みたいこと

参加者56名

【グループ討議の内容】

・会議の運営と進め方を考える

・まちの課題を掘り下げる
「残したい、伸ばしたい良いところ」

「解決したい課題」

参加者23名

【テーマ別グループ討議の内容】
・優先的に解決する課題・取組
内容を考える

参加者24名

【グループ討議の内容】

・会議の運営と進め方を考える

・地域に対する思いの共有
「まちづくりへの期待・不安・疑問」

参加者54名

（仮称）デザイン会議開催に先立ち、令和６年6
月2日（日）に3地域合同で「はじまりの会」を
開催しました。この「はじまりの会」は、今後
の（仮称）デザイン会議の進め方や扱いたい
テーマなど、どのような会議を目指していくか
について、区の提案を基に参加者同士で議論し、
考えていくために開催しました。

第1回（仮称）デザイン会議

12.1第2回（仮称）デザイン会議

第2回（仮称）デザイン会議

第1回（仮称）デザイン会議

2.16第3回（仮称）デザイン会議

第1回（仮称）デザイン会議

3.2 第3回（仮称）デザイン会議

【グループ討議の内容】
・優先的な課題に対応する取組を
考える

・来年度の（仮称）デザイン会議
で取り組みたいこと

参加者24名

@阿佐ケ谷中学校体育館 参加者153名

6.2 6.2「はじまりの会」を３地域合同で開催

2024

02

＠桃三小体育館

＠杉並区役所

＠高円寺学園

＠桃三小体育館

＠高円寺学園

＠勤労福祉会館

＠高円寺学園



全体会

情報共有・学びの場

ま ち の
将来像の
実 現

運営会議

・目標の設定
・取組や手段の検討、実行

住
み
よ
い
ま
ち

ま
ち
の
あ
る
べ
き
姿

安
心
安
全
な
ま
ち

立候補した
区民と区職員
から構成

テーマ部会

デザイン会議

デザイン会議の位置づけ

実践

商店街
みどり

ウォーカブル

ルールづくり

防災

前述した３地域の都市計画道路の整備を契機として、参加者や地域の方が区と共に将来のまちを考え、区民の皆さ

んが主体となってまちづくりに取り組んでいくことを目指して「（仮称）デザイン会議」を開催しています。

全体会運営会議 テーマ部会

立候補した区民と区職員から構
成されます。
主な目的は、デザイン会議のふ
りかえりや、次回全体会のプロ
グラム案の確認です。
必要に応じてプログラム案の修
正等を行い、次回デザイン会議
の企画を固めていきます。

区民と区が協働し、理想のまち
の将来像の実現に向けて対話を
行う場です。
より良いまちにしてくための
様々な取組について考えます。

全体会で挙がった意見をもとに、
より良いまちの実現に向けて
様々な取組を実施する、区民主
体のチームです。
社会実験や調査等を行い、空間
整備だけでなく、まちづくりの
機運醸成を目指します。

幅広いご意見をお寄せください

より良いまちづくりを検討するうえでは、豊富な経験をお持ちの方々の知識だけでなく、若い世代の皆さんの斬
新なアイデアや、子育て世代の実際の生活視点など、幅広い年代の皆さんからのご意見が非常に重要であると考
えています。地域の未来を皆さまと共に描き、新たな活気を生み出すまちづくりを実現するために、ぜひ皆さん
のご意見をお聞かせください。

03 (仮称)デザイン会議とは？



これまでに頂いたご意見

部会発足に向けたアイデアやテーマ（例）

※他にもたくさんのご意見やアイデアが各地域から集まりました。記載のものは一例である旨、ご了承ください。

商店街・街並み
まちの景観・魅力

の保全や発信

まちのしくみ・ルール

歩行者との共存

みどり・広場

防災

地域の担い手発掘

まちの将来像づくり

まちの魅力や個人商店があ
る中低層の街並みを守る
・商店街の活性化
・商店街マップづくり

現況と将来の姿を理解し
たうえで、西荻窪のまち
や補助132号線沿道のあり
方を考える

・歴史やスポットを巡る
・魅力マップづくり
・若者への発信

・ウォーカブルなまちや人中
心の道づくり

・歩行者と共存した自転車交通
・スローモビリティの拡充
・地域交通の増加緩和

・子どもの声をきく
・若者がインタビュアーになる
・ママ友のネットワーク

住み続けたいと思えるまち
・10～20年後を見据える
・まちの歴史を大切にする

・広場や公園のあり方、整備計画
の検討

・まちの雨水等調整機能アップの
ために空地（道路用地）などを
グリーンインフラとして活用

ブロック塀、不燃化、避難場所へ
の経路、緊急車両の通行
・防災マップづくり
・疑似体験

・子どもや高齢者、障がい者などの
居場所や遊び場を確保

・空地（道路用地） 、空家の活用
・社会実験

04



テーマ部会発足に向けて

部会で取り組んでみたいこと

デザイン会議ニュースの発行

沿道のまちデザイン係では、（仮称）デザイン会議ニュースを発行し、

会議について、広く周知を図っています。デザイン会議で挙がった意

見のまとめや、次回のデザイン会議の告知などをお知らせしています。

今後、各地域で部会による取組が発足した際は、各部会の方針や取組

事例もご紹介させていただく予定です。

また、これまでに発刊した（仮称）デザイン会議ニュースについては、

杉並区公式ホームページ等へ掲載予定です。

令和７年度の進め方（案）西荻窪地域

テーマ部会 (仮称)デザイン会議(仮称)デザイン会議

2025.6.7 2025.8.1～ 2025.10.1～

勉強会・学びの場の開催

・まちづくり事例の共有
・テーマ部会での取組を考える

・第３、４回デザイン会議の
結果に応じてテーマ部会を設置

・具体的な取組の実施

・テーマ部会の活動報告
・次年度の取組など

１～４回開催予定

※デザイン会議やテーマ部会と平行して実施していきます。

第４回
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第５回

お問い合わせ先

杉並区役所 都市整備部

市街地整備課 沿道のまちデザイン係 TEL：03-3312-2111

・西荻窪の将来ビジョンの作成

・まちづくり団体やまちづくり協議会の発足

・商店街マップづくり

・商店街の街並みを守るルールづくり

・街路樹による暑さ対策

・道路完成まで賑わいを止めない道路用地の活用

・西荻の文化や街の空間を生かしたイベントの開催

・空家の活用、社会実験

・体験型防災訓練によるコミュニティ育成

・学校と連携した緑化の推進

・地域活動への参加促進による人材育成

・まちに関わる様々な対話・企画を行う場の設定

地域ごとの
様々な意見

※他にも様々な取組のアイデアが集まりました。


